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 役職名 氏 名 

1 会 長 石田 さち子 

2 副会長 山戸 茂 

3 事務局長 東垂水 光矢 

4 会 計 土井 さよ子 

5 会計監査 小泉 浩子 

６ 協議会ニュース編集委員 石田 智彦 

７ 協議会ニュース編集委員補佐 野田 聖志 

8 ホームページ 谷口 修史 

９ 研修担当 1 新美 卓也 

10 研修担当 2 石田 智彦※ 

１１ 理事 1 河合 悠子 

12 理事 2 坂本 麻里子 

13 理事 3 箕輪 優子 

1４ 理事４ 石川 敬一 

 

川崎市障がい者スポーツ 

指導者協議会ＮＥ

ＷＳ 

  

指導者協議会ＮＥＷＳ 

  

第 4２号 2023 年７月発行 

4月１５日（土）に川崎市中部身体障害者福祉会館にて、202３年度の総会が開催されました。 

会員７名が参加し、川崎市や川崎市障害者スポーツ協会から来賓も列席され、今年度の事業計画 

や表彰者の決定等が承認されました。 

＜承認された議題＞ 

① 202２年度事業報告書及び決算報告書 

② 202３年度事業計画書及び収支予算書 

③ 2023年度及び 2024年度役員 

④ 202３年度表彰者及び表彰制度の改正（令和５年４月１日付） 

 

※当日の資料は当協議会のホームページに掲載しています。 

 

 

 

 

202３年度（令和５年度）川崎市障がい者スポーツ指導者協議会総会報告 

202３～2４年度役員名簿 

 昨年度からの変更として会計監査と研修担当が変更となりました。 

 退任された役員の皆様、長きに渡りありがとうございました。 

主な質疑応答および意見 

Q：指導員の活動について色々な協力 

をしているのですが、指導者協議 

会から参加しているのかそれぞれ 

の競技の指導者として参加してい 

るのかわからなくなることがある 

のでそこを明確にしてもらいたい。 

 

 A：どの立場から参加しているのかは 

人それぞれなので指導者協議会か 

らの依頼で参加している時とそれ 

以外の活動の中で参加しているの 

かを自分で見極めて参加してもら 

いたい。 

※は兼任 
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20周年記念研修会を終えて 

 私たちの所属する川崎市障がい者スポーツ指導者協議会が 20 周年を迎え、3 月 5 日に記念研修

会を実施しました。 

 『みんなの「やってみたい」を育てるアイデア ―生徒と地域の実践から―』というテーマで、元 J リー

ガーで、現在は新潟県で高校の教員をされている藤川祐司さんを講師に迎え、高津スポーツセンター

にて賑やかに行われました。 

 当日は、前半に座学、グループに分かれてのワークショップを行いました。グループ内で意見を出し合

い、模造紙にまとめてグループごとに発表しました。皆さんが日頃行われているノウハウを披露しあえ

る有意義なものとなりました。後半は実技を行いました。J リーグ時代にハードなトレーニングをされて

いたことをベースに現在指導されている高校生に合わせたトレーニング法で、その内容の一部を私た

ちも挑戦させていただきました。楽しくワイワイ賑やかに行えていた部分と、日頃の運動不足を実感す

る部分とあり、翌日には筋肉痛？になった方もいたのではないでしょうか。また、今回の記念研修では

藤川先生が日常生徒の皆さんと実践されている SDGｓについてもお話しいただき、難しく考えすぎ

ず、身近なことから取り組むことの大切さを学びました。 

 今回参加された方も参加がかなわなかった方も、ご都合がつけば、今後の研修にはぜひご参加くだ

さい。皆さんが日頃頑張っていることの意見交換にもなりますよ。 

 研修事後アンケート感想（抜粋） 

・講師の方が実践した事例がとても説得力があった（成果が出ているため）。 

 グループワークの企画によって、さまざまな視点で学ぶことができた。 

・日々の支援の振り返りができてよかったです。後半は体を動かすことができ、日ごろの運動不 

足解消、楽しかったです。 

・生活の中でも感じたことに目を向けて、変えていくことの重要性を改めて考えさせられまし 

た。 

・研修の内容が自身の境遇と重なっていて、すっと頭に入っていけた。グループワークで他者と 

 話し合う（発言する）力が養われ、今後に活かせると感じた。 

・気持ちの持ち方やリフレッシュの仕方、目標を持つ大切さなど日々のマインドに役立つと思い 

ます。若さは素晴らしい！！ 

・パラスポーツの種類をもっと知りたい。種目による審判資格なども知れる研修を希望します。 

・オンラインかつｅラーニング的な視聴での研修があると日程が合わなくても受講できるので 

 うれしい。 
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障害者スポーツ大会等 活動報告 

横山孝昭さんが日本パラスポーツ協会会長表彰 功労章を受賞 

公益財団法人日本パラスポーツ協会が、毎年行っている日本パラスポーツ協会会長表彰の令和

５年度の功労章に、永年にわたり地域や各種関係団体で障がい者のスポーツの発展に功労のあっ

た者に送られる功労章を横山孝昭さんが受賞されました。 おめでとうございます。 

これからも益々の活躍をお祈り申し上げます。 

 

水泳大会 会場：多摩スポーツセンター プール  ４月２２日（土） 

令和５年度表彰者 

功労賞：⇒中村一治さん 

新人功労賞：⇒玉川圭介さん、市島賀代子さん、新美卓也さん 

表彰制度に基づき、次の方を表彰し、賞状と賞品を授与しました。 

 

令和５年度の研修について 

令和５年 11月下旬に研修を実施いたします。詳細が決まり次第、指導者協議会の HPなどで 

お知らせいたします。 

 

川崎市障がい者スポーツ指導者協議会表彰制度の改正 

4/15 に開催された総会において、表彰制度を改正しましたのでお知らせいたします。主な

改正内容は次のとおりです。 

 

＜主な改正内容＞ 

・ 準功労賞の新設 

・ 指導員名称が「パラスポーツ指導員」に変更になったことに伴う変更 

先日は水泳大会のボランティアに参加させていただき、ありがとうございました。 

選手の皆さんが安心して個々の力を発揮出来るよう、少しでも力になれたのであれば幸いで

す。私自身が幼少期から現在も継続して水泳を行なっていることもあり、選手として数々の大会

に参加してきました。 

選手目線では気づけなかった運営側の大変さを知り、改めて多くの方に支えられて競技に集

中出来ると感じました。 

（次ページへ続く） 
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会場：多摩川河川敷 

 当日私は設営や誘導を担当しました。 

プログラムに沿い、細かい時間帯の中で選手をサポート 

する大変さを経験しました。 

誘導の中で判断の基準がインカムでの連携でしたが、 

運営側の都合で誘導を早めるような指示が何度もあり 

ました。 

同じボランティアの方も混乱していましたが、主役は 

選手の方々ですので、あのような指示の出し方は不適 

切だと感じました。私自身障がい者施設で働いていることもありますが、少しの時間のずれでもパニ 

ックになる方も多くいます。ましてや数秒で決着のついてしまう水泳競技の中で短い時間内に気持 

ちを作るのは私達以上に難しいことです。 

今一度、障がい者の方々に対する配慮の仕方を改めて欲しいと感じました。 

次回以降も引き続きボランティアには参加させていただき、私自身の経験も伝えていきながら皆 

が同じ方向性でサポートをしていけたらと思います。 

今後とも宜しくお願い致します。 

（坂野） 

 

アキレスふれあいマラソン大会 ５月 2１日（日） 

NPOアキレスインターナショナルジャパン様 

からのご依頼により、当協議会から 4名の指導 

者が参加しました。 

アキレスふれあいマラソンは視覚障害者をメ 

インにしたマラソン大会。伴走を希望する人は、 

当日マッチングして決定。 

多摩川河川敷（二子新地駅から徒歩）だった 

ため、休憩するテントはなく、給水所も 1箇所 

だったので、熱中症が心配されました。 

視覚障害者が多いため、給水所のテーブルをもっと拡げて取りやすいようにした方がよいと感 

じました。また、走行路は通常（左走行）とは異なり、今回は右側走行だったため、「一般ランナー等 

とぶつからないか」と心配しました。視覚障害者（視覚障害者は右側で伴走者は左側）に配慮した結 

果だと後日お伺いしました。視覚障害者の方が懸命に走る姿を見て、今度は伴走のお手伝いもした 

いと思いました。 

（H．M） 
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会場：等々力陸上競技場 陸上競技大会 ５月27日（土） 

陸上競技大会にボランティアとして、お手伝いをさせて頂いて感じたことは、以下の通りで

す。 

  １．障害のある方達が、自分の限界に挑戦する姿 

に、感動しました。人間”為せば成る”がこの姿 

だと思いました。 

2.競技参加者が挑戦する場を作る指導者・企画 

者等の大変さを実感しました。 

3.５、６年前にお手伝いしたときに比べて、コロ 

ナの影響が残っているのか、参加者の数も、 

スタンドでの応援者の数も少なかったように 

感じ、若干、残念に思いました。 

4.大会の運営は、特に問題もなく実行されたと 

思います。只、記録の発表は、用紙のサイズ、 

文字の大きさ・色等を工夫して見易くなると良 

いと思いました。 

(K．T) 

 
卓球大会 

会 

６月３日（土） 

会 

会場：高津スポーツセンター 大体育室 

会 大会の朝、起きると前日からの台風の余波と 

線状降水帯の発生により暴風雨状態「今日、皆さ 

ん会場まで無事に来られるかな？」と心配しつつ 

予定より30分早く出発、会場にて準備をしてい 

ると受付時間前にもかかわらず選手の方々が 

続々来場、皆さんの凄い「やる気」を感じられた。 

試合が始まるとサーブ時の強い踏み込みの 

「ドン」との凄い音、得点時には気合いを込めた 

声が体育館全体に響いた。 

また、試合中にもかかわらず相手選手にサー 

ブの方法をあれこれ教えている微笑ましい場面 

も。試合が終わるとお互いのプレイを褒め合う 

姿、皆さん「かっこいい」、大会が終わり外に出る 

とピッカピカの晴れ、「わくわく、どきどき、元気 

をチャージ」今日も沢山頂きました。 

（T．I） 
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全国障害者スポーツ大会が 10月に鹿児島県で開催されます。 

令和 5年 10月 28日から 30日までの 3日間、 

鹿児島県にて「特別全国障害者スポーツ大会 燃ゆる 

感動かごしま大会」が開催されます。今年の大会は令 

和２年度に開催される予定だった大会が延期された 

ため、大会名が“特別全国障害者スポーツ大会”となっ 

ています。川崎市からは 48名（選手 23名、役員 25 

名）の選手団が参加予定です。今年は指導者協議会の 

榑松里美さんが成田真由美選手の介助役員として派 

遣されます。その他に７名総勢８名の指導員がそれぞ 

れの所属から役員として選手をサポートします。選手 

が活躍できるように、川崎からも大きな声援を送りま 

しょう。大会の模様は次号にてお伝えいたします。 

 

サウンドテーブルテニス（STT）大会 

会 

６月４日（日） 

会 
会場：中部リハビリテーションセンター 井田体育館 

会 
初めて、STTのボランティアに参加させていただきました。STTを観るのも初めてのことで、体 

験も少しの間ですが、させていただき楽しかったです。 

視覚に障害をお持ちの方のスポーツなので、ラケットにラバーを貼らない、音が出る球を使用す 

る等の工夫がされており、聴覚を頼りにラリーをされ、凄いなと思いました。 

自分が体験させてもらった時、目で見ながら球を打ったりしましたが、目隠しして行っていたら、 

おそらくラケットに球は当たらなかったと思います。目が見えないため、音を頼りに試合は行われ 

るので、試合中周りで音を出すことは、選手の人たちにとっては、とても邪魔になると思うので、ボ 

ランティアをする際は、気をつけなければならないことだと思いました。 

それから、ボランティアに行く際は、視覚障害に対する知識はあった方が良いと思いました。今後 

も、STTのボランティアをする機会があれば良いなと思います。 

（K.S） 
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大会等ボランティア意向アンケート 

提出期限：２０２３年（令和５年）8月１８日（金）必着 

当協議会の『大会等ボランティア意向アンケート』については、上期（３月）及び下期（７月）の年２回 

郵送しております。大会等ボランティアが可能な方は送付された『大会等ボランティア意向アンケー 

ト』に記入し、同封しました封筒に入れて郵送願います。 

なお、新型コロナウイルス感染症の感染状況等により、中止や変更等する場合があります。その際は、 

当協議会のホームページに掲載いたしますので、ボランティア参加予定の方は必ず確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

ユニフォームの作製募集について 

ユニフォームの作製を希望（追加を含む）される方は、別紙申込書に必要事項を記入し、同封しま 

した封筒に入れて郵送願います。 

 

提出期限：２０２３年（令和５年）8月１８日（金）必着 

大会等ボランティア意向アンケート（令和５年３月）に寄せられた主な意見 

① 協議会の今後の存続を考えると若年層の獲得が必須と思う。そのためには「社会へのつながり」 

「人々との楽しさの共有」等では限界があると感じる。対策としては、実体験の時間を設ける（若年 

層はアクションを求めている）や謝金を上げる。 

 

回答：検討していきたいと思います。 

 

② 「ボランティア依頼なし」「ボランティア依頼あり」の連絡を早めにしてもらいたい。（こちらにも予定 

の調整がありますので） 

 

回答：ボランティアへの連絡をお願いしております川崎市障害者スポーツ協会と検討していきたい 

と思います。 

 

③ 自分が登録した大会予定をわかるようにしてほしい。また、不可の場合は連絡がほしい（都合が悪く 

なって参加できなくなったと言いたくない） 

 

回答：自身で登録した大会予定は各自で管理願います。「ボランティア依頼なし」となった場合は、 

ボランティアへの連絡をお願いしております川崎市障害者スポーツ協会と検討していきたい 

と思います。 
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メールアドレス登録のお願い 

年度途中に新たに募集を行うボランティア等については、メールにて募集を行っています。 

またボランティア参加者には、大会前に実施要領の送付等の活動に役立つ情報を発信しております。 

是非、メールアドレスの登録をお願いします。 

 

 ≪メールアドレス登録方法≫ 

『大会等ボランティア意向アンケート』のメールアドレス記載欄に記入するか、下記の当協議

会のメールアドレスまでメールをお送りください。 

なお、メールアドレスを登録しているのに、当協議会からのメールが届いていない方がいら

っしゃいましたら当協議会までお知らせ下さい。 

発行：川崎市障がい者スポーツ指導者協議会事務局 

住所：〒２１０－０８３４ 川崎市川崎区大島１－８－６ 川崎市身体障害者協会内 

HP：http://kawakyougikai.gouketu.com/index.html 

E-Mail:kawakyougikai@gmail.com 

指導者協議会㏋  
QRコード 


